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｢生活情報システム+の適用例 画面の地図に触れることによって観光案内を行うシステムを(a)に,生涯学習の各種情報を提供するシステ

ムヘの適用例を(b)に示す｡

鼓近,情報化社会の進展などの背景を受けて,l′l

治体･公八機関では,住拭サービスを一三眼とした情

事】i掟供システムが増加してきている｡

付出対象のセルフサービス情報端末システムで

は,その避川に際して操作方法･利用方法の教育･

研修は期待できないため,マニュアルイく要のレベル

にまで操作性を良くすることや,伝達テーマを強調

するという表現上のくふうを行うなど,-一般の事綺

処柁を対象としたシステムの設計とは巽なる設計上

の配慮が必要になる｡

串1川二製作†叶公j川絹之∫拝紫郎

r‾l立製作所は自泊体･公共機関での情報提供シス

テム構築への適用をI川勺として,操作件の向_卜とい】

時にさまざまな情報表現が行える情報提供システム

パッケージ｢竹古情報システム+を開発した｡

生i副肯報システムは,タッチパネルによるわかり

やすい端末操作手段とさまぎまな情報表現手段を同

時に提供することにより,自治体からの情報提供を

住民のセルフサービスによって実現するシステムの

構築を容易にするパッケージシステムである｡
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山 はじめに

各l′1泊体では情報化社会の進展に伴って′t三壮学習･福

祉や行程広幸は･案内などのように,仕比を対象とした情

報の提供･iJ川1に垂ノ.仁を置いたシステム化の流れが発チト

してきている｡このような什はを対象とした情報システ

ムでは,住民白身がセルフサービスによって端末操作を

行う場合が多いため,操作性の向_1二とわかりやすい情報

表現を輯梅的に凶る必要がある｡｢′ト洲舌糀システム+は,

タッチパネルによるわかりやすい端末操作手段とさまぎ

まな情報表現手段を脚寺に提供して,自治体から叫青報

提供を住民のセルフサービスによって実現するシステム

の構築を容凱こするパッケージシステムである｡

タッチパネルを片トーた情報提供システムでは,従来

個々のシステムごとに,ボタンのメタファ〔隠喩(ゆ)〕

表現などのインタフェーストのくふうがなされており,

金融機関の自軌機などのインタフェースはその抑列と言

える｡しかし,マウスを用いた操作モデルが,端末Lで

動くアプリケーション全体のインタフェースのガイドラ

インを定めて標準化を11指しているのに比べ,タッチパ

ネルを用いた操作モデルには一般化されたインタフェー

スの設計恭準といったものはない｡

牛i一別肯糀システムでは,タッチパネル操作を前提とし

た端末操作モデルを設立している｡このモデルでは端末

利川省の注意の集中を考慮するなど,操作件のl乙=二とf臣

民にとってわかりやすい情報表現の実現を陛1っており,住

民白身による情事Ii提供システムの柄用を可能としている｡

1ミ捌宙報システムの適糊分野としては,生涯学習･福

祉などの情報提供業務,各種広報･案l人J業務,美術など

の専門情報提供業務などがあげられる｡

ここでは,/卜潮音報システムおよびその適脚列を紳介

し,今後の墟干引こついて述べる｡

囚 開発の背景とその目的

R泊体の行政分野では,住民析軌の多様化や広域化,

さらには社会環境の袴雉化などを受けて,より総釧1勺･

計画｢l勺･広域的な施策の展開が求められている｡

このような背景のもとで,什民と関連する公共機関の

閃の情報の流通を図ることは,山子言体が米たすべき業務

の一つとして重安性を増しており,今後の臼治体での情

報化推進を考える_L二で大きなポイントであると考える｡

r‾ト屯製作所は,住民の視ノ亡(から必二安とされる情報環塙

を｢子‾臼六コミュニケーション+と呼んで情報システムの
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閃光を推進している｡/卜刺青報システムもこの｢/卜捕コ

ミュニケーション+に含まれ,住民が必要とする情報の

提供を行うシステムである｡

最近では従来の検索システムに加えて,端末利糊者の

意図に沿ってマルチメディア情報を抽rh･表現するシス

テムが構築されつつある｡これらのシステムはハイパー

メディアシステムと呼ばれている｡

生活コミュニケーションでのさまぎまな住民サービス･

情報提供業務では,住民の要求･意図に治った情報の托

伏が必要であり,牲活情事Ⅰまシステムはハイパーメディア

システムの形をとることによって,この実現を図っている｡

このため,住民の情事lまの理解が促進され,住民による情

報の活用を図ることができるとともに,行政施策の推進に

あっては,再発などの効果が得られるものと考えてし､る｡

B 生活情報システムの概要

′仁清情報システムの概要について以‾卜に述べる｡

3.1タッチパネルを用いた操作モデル

チ巨捕1肯報システムでは,操作と情報のわかりやすさを

口的としたグラフィカルな操作モデルを提供する｡この

操作モデルを｢仮想世界操作モデル+と呼び,タッチパ

ネルを操作対象としている(図1参照)｡

この操作モデルでは,写真･イラストなどのイメージ

を背景に別いて実社会と同様な竹削を内向_J+こ描き=

す｡さまざまな情報がこのメタファの中で表現され,住
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図l生活情報システムの仮想世界操作モデル 情報提供

テーマごとにワールドが構成され,複数のワールドはネットワーク

状に結ばれる｡エージェントは,このワールド内およびワールド間

の案内を行う｡利用者がエージェントと受け答えを行うことによっ

て端末の操作が進展するため,利用者は画面遷移などの前後関係を

理解しやすくなる｡
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はにとって違和感のない梯作が=J能になる｡

例えば,生i肘二jごニラ引苗幸l･長の提供では,内向_卜に仮想的な

/ヒ泄′､㌣召センターを描き出し,このセンターの目-で各種

情報力ゞ得られるように表現する｡

′l三村古事Iiシステムでは,この画面_Lの空間を｢仮想世

界+と呼んでいる｡

通常,臼治体･公共棟閏などでの情報提供では複数の

テーマ(例えば,福祉と生壮学習など)に基づいて幾つか

の付持拉が｢Fiトの端末で提供されることが多い｡この複数

テーマをまとめて一一つの仮想仙界を作成し,全体として

棟作件の統一-一一を図る｡一方,情報提供テーマの相違を明

確にするために,同一の倣想‾川甥の■いでテーマのまとま

りごとに弓手貰とする画像を切り幹える｡この単位を/1三才1キ

情報システムでは｢ワールド+と呼んでいる｡

また,′L三村青草】iシステムではアニメーション技術によ

って提供情報の案内人を設定し,｢ワールドト勺+,｢ワール

ド問+を案内する｡

このような,案内人を設定したシステムは一般に｢エ

ージェントシステム+と呼ばれてし-る｡

現れ ワークステーションなどのインタフェースモデ

ルでう三流となっている｢デスクトップ操作モデル+での

マウスのポインタマークが,｢マウスアロー+と呼ばれる

矢印で表′示されるのに対し,タッチパネルによる｢仮想

‾llし琳操作モデル+のタッチのポインタマークは,｢エージ

ェント+で表ホすることになる｡

デスクトップモデルのマウスアローは,ポインタ機能

のほかに,システムの状態を表ホする機能を持つ(例えば

柑呼計の表示を行って｢待ち+を表す)｡

一〟,生刺青糀システムのエージェントの場合はシス

テム状態の表ホを行うほかに,メッセージの授受など利

川荷とシステムのコミュニケーション機能の人部分を表

Jlいノ,利川満とシステムの基本コミュニケーションの窓

1Ⅰとして,操作モデルの小で車要な役割を持つ｡

｢エージェント+の機能の分業則ま次のとおりである｡

(1)情報の表現(強調,視ノブl,補足∴説叫,テーマ衣現)

(2)メッセージの授受

(3)状態の表示

(4)文脈表現

(5)芳郎気の伝達

(6)機能の衣ホ

(7)デモンストレーション

f-一三洲市報システムでの仮想件界操作モデルと,デスク

トップメタファの操作モデルの比較を表1にホす｡

表lデスクトップ操作モデルと仮想世界操作モデルの比較

デスクトップ操作モデルが事務環境で使用する端末を対象とし

た操作モデルであるのに対し,仮想世界操作モデルは実社会全体に

かかわるさまざまな情報の表現を対象としている｡

比較項目
デスクトップ

操作モデル
仮想世界操作モデル

モデル(メタファ) 机上環境(～事務室) 限定しない(実社会全体)

ポインティングデバ

イス
マウス,キーボード タッチパネル

ボインクマーク マウスアロー エージェント

メッセージの表示
メッセージBOX エージェントからの

ダイアログBOX メッセージ

システム状態の表示 一部マウスアロー エージェント

ポインティングマー

クの呼び方
アイコン アンカー

ポインティングマー

クの選択
イベントの起動

イベントの起動

ワールドの遷移

情報の参照

モデルの情報内容へ

の関与
なし あり(エージェント)

3.2 システムが取り扱うマルチメディア情報と情報の編成

′l三村苗幸l妄システムでは,仕出の情報和解のIrりtをF一川くJ

としてマルチメディア情報を取り扱うとともに,情報を

ネットワーク状に編成して取り扱う｡

情報を伝えるうえで最も重要なことほ情事はの取り機し一

に関する設定(例えば,仰を伝えるために写真を川いるの

か,どのような展開で情報を表現するか,など)である｡

したがって住民の意l潔=こ沿うようにマルチメディア情事Ii

の利斤J適否を考慮したり,情報の構造の編成を行うこと

(シナリオの作成)が必安になる｡以_上の∴11については,

′丈際に手=]泊休･公北機関が情報提供システムを構築す

る場合の人きな課題となる｡

勺三浦情報システムでは,提供しようとする情事Iiに†ナわ

せてシナリオを作成するとともに,情報の内容と柿bkを

‾設左し,レビューを行う｡その後,当三i刺青報システムの

操作モデルに基づくイベント記述パラメータでシナリオ

に基づく軌作を表現する｡あわせて,背景,エージェン

トなどのデザインを加えて全体の表現をプ己成する｡

/卜活情報システムでは,これら一連の情報の鮎成過程

を通して前述の課題の解決を凶っている｡

n 高崎市美術情報検索システムの適用

甜h糾Jでの美術情報検索システムへの｢′H刺青報シス

テム+迫川小例について述べる｡システムの師fけの一部

を図2にホす｡この美術情報検索システムは,巾比を対
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(b)美術資料館ワールド入口画面
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(C)技法選択画面(美術資料館ワールド内)

図2 高崎市美術情幸酎臭素システムヘの適用例(背景と｢エー

ジェント+) システム全体で扱う美術の情報を｢アートランド

高崎+という名称の仮想世界とし,その中に美術資料館などのワー

ルドを置いている｡エージェントは美術の先生として設定して

いる｡

象として美術の文化情報の拉供を行って社会教育の一

環を成すシステムであり,提供する情事削ま次のとおりで

ある｡

(1)美術作.山前報(カラーイメージ,文字)

(2)美術什品作者情報(カラーイメージ,文字)

(3)美術館情報(カラー･臼三共イメージ,文字)

(4)美術の催し情報(文一子:)

これらの情剖ほ作品･作者名称,制作年代,制作技法,

制作地域別などの各観点から検索することができる｡

このシステムでは,三つのサブテーマを設定し,｢美術

資料館～作者･作品の糾介+,｢高崎巾美術館～高崎巾美

術館の作省･作品の詳細尉了介+,｢美術館～各地の美術館

紹介+という3仰のワールドを定義している｡

検索対象とするデータベースは前述の(1)～(4)である

が,シナリオの展開の中で年代検索については美術史の

知識を加え,技法検索については技法の知識を加えるな

どして,システム全体のH的である美術教育の側面を強

化している｡また,背景には,年瓦ガイドマップなどの

内像を用い,エージェントは美術の先年を表現してある｡

以_r二により,データ周辺にある情報(例えば,美術史の

知識など)が表現できるとともに全体としての操作性の

統一が図れ,美術をテーマとした文化環境の醸成という

システム本来の目的に近づくことを可能としている｡

且 おわりに

ここでは,生洲肯報システムとその過片J例としての美

術情事糾臭素システムの構築例について述べた｡

ち〟仁の年制青報システムは,ワークステーションによ

る情報提供業務だけを対象としている｡

↑後,牛i一再コミュニケーションのいっそうの推進をlてズⅠ

るために,情報提供業務だけでなく,施設予約や各種言1一三

明君の交付事務などのセルフサービス処吼 パーソナル

コンピュータ通信を浦川した相談業務などの双方Ih】のコ

ミュニケーション,といった領域へのシステムの拡鮎に

力を注いでいきたいと考えている｡
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